
 

 

市民経済委員会議会報告会報告書 

報告日：令和６年９月４日 

出
席
者 

参加者  １４人 

議会側 

【市民経済委員会】片山委員長、上田副委員長、原田委員、 

鍋島委員、小池委員、重森委員、谷委員、 

【委員外議員】 奥谷議長、玉川議員、中川議員、坂元議員、 

中曽議員、上岡議員 

開催日時 令和６年７月２９日（月）１４：００～１５：３０   

開催場所 河内保健福祉センター 

実
施
内
容
報
告 

議会報告 テーマ 市議会の概略と有害鳥獣対策 

 概要 

【市議会の役割について】 

本会議、常任委員会、市民経済委員会の所管部署について

説明した。 

【農業の課題と有害鳥獣対策について】 

・一般質問で取り上げられた課題と執行部の答弁の紹介 

・本市の農業の状況について 

・本市の農業の方向性と施策 

  守る農業  ① 担い手の確保 

        ② 経営力の強化 

        ③ 里山の保全  

       ［本年度の有害鳥獣対策事業の支援内容］ 

  攻める農業 ① 販路拡大とブランド化 

        ② 就農者の育成 

        ③ 次世代農業の展開 

 上記について説明し、質疑応答は各テーブルごとに意見

交換の中で行うこととした。 

意見交換 

テーマ 農業の課題と地域活性化 

Ⅰ 有害鳥獣対策について 

 【相手方意見】 

① 広島県鳥獣対策等地域支援機構（通称「テゴス」）に東広島

市は参画していないが、なぜなのか。 

② クマ撃退スプレーが高価（１８,０００円／本）で補助して

もらえないか。 

③ 柵（ワイヤーメッシュ）の設置補助は、申請して交付決定

があって購入できるが、柵の設置はスピード勝負のため、購

入まで時間がかかると被害が拡大する。 

④ 有害鳥獣の被害がとても多い。行政の対策が中途半端で対

応が遅いのではないかと感じている。 

⑤ １４ｍ規模の箱わながあるが貸出ができないと担当課に言

われた。利用することはできないのか。 

⑥ ワイヤーメッシュの申請が難しい。簡素化してほしい。 

 



 

 

   【議会側意見】 

実
施
内
容
報
告 

意見交換 

 ① 現状においては、メリットが感じられない。実績がないた

め今後の状況を勘案して検討するという市の認識。 

④ 有害鳥獣対策については、日本全国どの地域においても大

きな課題であり、特効薬がないのが現状。補助制度のメニュ

ーをより利用していただきやすいものにしていくことが精一

杯。引き続き少しでもお力になれるように行政にお声を届け

ていく。 

②③⑤⑥については、現状やご意見を担当課に伝える。 

Ⅱ 中山間地域等直接支払い制度について 

 【相手方意見】 

① 当該制度は来年で期限を迎えるが、後継者不足で制度の継

続を断念する地域が多いのではないか。 

② 関係書類の作成は多岐に渡り、大きな負担となっている。

もっと簡易な手続きにならないか。 

【議会側意見】 

①については、現状やご意見を担当課に伝える。 

② 書類の簡素化が期待される。課題を行政に伝える。 

Ⅲ 農業全般について  

 【相手方意見】 

① 日々様々なアドバイスを行政からはしてもらっているが、

実行しようにも実行できるプレイヤーがいない。獣害被害対

策班を組み５０ｋｍにもわたるメッシュの設置、点検を日々

行っているが、その管理も大変である。草刈も重労働である。

対策班の中で一番若い人が７５歳という現状も。 

② 農機具・機械の更新は経済的に難しい。法人も同様。担い

手不足は深刻な状況にある。 

③ 農薬が高すぎる。無農薬・有機農法に価値があることは知

っているが、高齢者農業では手間ひまがかけられない。 

④ 井堰が壊れたら修理費が高いため、その時は農業を辞める

時だと思っている。 

⑤ モデル地区を作って個別農家に補助金を出してもらいた

い。 

⑥ 農業を辞めて太陽光発電を設置したいと思っているが、農

地法・農業基本法改正でこの先が不安である。 

⑦ 農業のＡＩなどのデジタル技術は、先進地に行って学んで

帰ってきてほしい。 

⑧ 農家が農作物の生産から、ブランド化まで行うのは無理。

ブランド化については行政が音頭をとって進めてもらいた

い。 

⑨ 大規模に農業をする労力がない。家庭菜園程度の規模でも

いいので、もっと気軽に農業ができるような場所があればい

い。余っている土地はたくさんあるだろう。福富の園芸セン

ターには遠くて行けない。身近なところにあれば嬉しい。 



 

 

  

 【議会側意見】 

① どの地域、集落も担い手不足に苦慮している。農業を取り

巻く環境も大きく影響している。生計が立てられる産業にな

る 

実
施
内
容
報
告 

意見交換 

 よう、また新規就農者が増えるように地道ではあるが取り組み

を進めていく。 

⑥ 太陽光発電に関する規制条例を作ってほしいと提案してい

る。農業基本法改正には自給率の明記がなく農政の後退を生

むと意見している。 

⑦ 例えば浜松市の事例もある。持ち帰って対応する。 

⑧ 「東広島こい地鶏」などの生産を進めているが、生計が立

てられるようになるには時間がかかる。販路拡大含め、進捗

等しっかり確認していく。 

⑨ 耕作放棄地が問題になっている一方で、農作物を作りたい

が場所がないという方がおられる。担当課に伝える。 

②③④⑤については、現状やご意見を担当課に伝える。 

Ⅳ その他 

 【相手方意見】 

① 中国電力が東広島市にリサイクル基地を作ろうとしてい

る。どこに作るのか？ 

② 議員は政治屋ではない。政治家として取り組んでほしい。

裏金問題が解決していない。若者の流出が多い。 

【議会側意見】 

① 把握していない。調査すると回答。 

② 重い課題ですと回答。 

その他 

特記事項 

（感想・意見等） 

有害鳥獣による被害は深刻であり、効果的な対策が期待されている一

方で、お金だけでなく農業や対策を行う人（プレイヤー）が圧倒的に

不足していることから諦めを感じている農家も一定数おられる。 

空き家の活用についても話が及び、増えている空き家に若い世代など

移り住んでくれる人がいてくれたら地域としては喜ばしい、というお

声もあった。いただいた貴重なご意見を執行部に伝えてまいりたい。 

 

  



 

 

市民経済委員会議会報告会報告書 

報告日：令和６年９月４日 

出
席
者 

参加者  １９人 

議会側 

【市民経済委員会】片山委員長、上田副委員長、重森委員、谷委員 

         原田委員、鍋島委員、小池委員、 

【委員外議員】 奥谷議長、牧尾副議長、石原議員、玉川議員、 

山田議員 

開催日時 令和６年７月３０日（火）１４：００～１５：３０   

開催場所 豊栄生涯学習センター 

実
施
内
容
報
告 

議会報告 

テーマ 市議会の概略と有害鳥獣対策 

概要 

【市議会の役割について】 

本会議、常任委員会、市民経済委員会の所管部署について

説明した。 

【農業の課題と有害鳥獣対策について】 

・一般質問で取り上げられた課題と執行部の答弁の紹介 

・本市の農業の状況について 

・本市の農業の方向性と施策 

  守る農業  ① 担い手の確保 

        ② 経営力の強化 

        ③ 里山の保全  

       ［本年度の有害鳥獣対策事業の支援内容］ 

  攻める農業 ① 販路拡大とブランド化 

        ② 就農者の育成 

        ③ 次世代農業の展開 

 上記について説明し、質疑応答は各テーブルごとに意見

交換の中で行うこととした。 

意見交換 

テーマ 農業の課題と地域活性化 

Ⅰ 有害鳥獣対策について 

 【相手方意見】 

① イノシシとシカ対策は二重の支援が欲しい。クマ対策でも

今後スプレー補助制度を要望したい。 

② 今年は猪が減っている（猪に皮膚病を患っている個体が見

られる）ように感じるが、鹿は増えているようだ。熊やヌー

トリアも出ているようだ。さまざまな動物が出没し、防ぐこ

とは難しいと思う。 

③ ジビエも人気があり、それを活かして特産としたら良い。

そのためにもジビエセンターの施設の充実が求められる。 

④ 有害鳥獣防止のためにバッファゾーンを作るには、持ち主 

の許可がいる。誰の所有かわからないところは手をつけられな

い。 

⑤ 有害鳥獣の被害がとても多い。しっかり補助をしていただ

きたい。 



 

 

実
施
内
容
報
告 

意見交換 

 ⑥ 有害鳥獣の被害について相談したら、相談に乗ってもらえ

るのか。 

【議会側意見】 

① 捕獲報酬は何度も増額提案をしているが、７,０００円／頭

のままである。新たな継ぎ足し用のワイヤーメッシュを提案

したいと考えている。 

クマを寄せつけないような餌場への対応が必要と思ってい

る。 

③については、ご意見を担当課に伝える。 

④ バッファゾーンを作るには持ち主不明の山林が障害になる

ことは理解した。地籍調査も必要で時間がかかる。 

⑤ 個人や集落が対象になっているものなど様々な補助メニュ

ーが用意されている。 

⑥ 農林水産課で詳しい内容について相談していただくことが

できる。 

Ⅱ 中山間地域等直接支払い制度について 

 【相手方意見】 

① 申請や報告、またそのために必要な書類の準備、そして年

末調整等の資料作成など事務処理が大変である。書類の簡素

化や、書類作成のサポートはしてもらえないのだろうか。 

② ５年ごとに見直しが行われ、第５期対策が実施されている。

５年に一度ではなく、３年に一度に変更はできないのか。 

【議会側意見】 

①② 日々の農作業、仕事がある中で大きな負担になっている

ことはよく分かる。地域コーディネーターに期待している。

課題を行政に伝える。 

Ⅲ 農業の全般について 

 【相手方意見】 

① 農業の長期計画について、個人アンケートの回答がない。 

② 合併のマイナス面が出ている。人材が欲しい。 

③ 地区内１３世帯のうち、１世帯しか後継者がいない。地域

農業に覚悟を持って取り組んでほしい。 

④ 若い人が農業できるように農業所得の向上が必要。 

⑤ 個人農家と法人に対する差がありすぎる。支援金がないの

で、意欲が湧かない。 

⑥ 農業法人が農業を担うのが良いが、そのためにしっかりし

た組織と補助金を充実させ。若い人が入ってくるようにする

のが良いと思う。 

⑦ 農地や水源を外国人に買われることが懸念される。 

⑧ なかなか収益が上がらず、高齢化により労力も考えて野菜

作りから稲作にシフトしている状況。息子など家族や次の世

代に継いで欲しいとも言えない。 

⑨ 農業の高齢化が深刻で７０歳代前半で若手という状況。な

とかして若い世代に地域に関心を持ってもらうため、豊栄の

吉原地域ではお祭りなどの行事を行い、その場に参画しても

らって人との繋がりや地域への愛着を感じてもらうような取 



 

 

実
施
内
容
報
告 

意見交換 

 り組みを行なっている。そういった地道な取り組みが必要なの

だと思う。 

【議会側意見】 

① アンケートの回答がないとのご意見はごもっとも、担当課

に伝えておく。今後、長期展望に立ち１０年先を見据えた計

画が必要と思っている。 

② 人材として専門的なリードしてくれる人が必要という意見

には同感である。 

④ 東広島こい地鶏など、高所得になるような施策に取り組ん

でいる。 

⑦ 担当課にご意見を伝えておく。 

⑧ 農家の皆さまはボランティア精神で農業に従事されてお

り、守る農業で精一杯の状況。綺麗事ではない。できること

を地道に取り組んでいくしかない。行政にも継続してお声を

届けていく。 

⑨ 地域のみんなでサポートしようという取り組みは素晴らし

い。 

Ⅳ その他 

 【相手方意見】 

① 県道の白線が消えている。 

② 空き家を移住者に提供するのは、地域に馴染んで共同作業

などしてくれるのか不安だ。また転売された場合誰が買うか

わからないのでその点にも不安があり、空き家を紹介し難い。 

③ 農地の太陽光発電設置希望者への対応について。 

【議会側意見】 

① 県に要望をしていく。 

② 担当課にそのような懸念があることを伝える。 

③ 太陽光発電設置規制を求めている。条件は大事である。 

Ⅴ 議会報告会に対してのご意見 

 【相手方意見】 

① 農業の現状をはじめとして様々な意見が出ているが、ぜひ

若い世代にも聞いてもらい、現状を知ってほしい。 

② 議会報告会の告知をもっと早くしてほしい。 

  
 【議会側意見】 

① どのような方法で若い人に参加してもらうか検討する。 

② 個人的には案内をしていると回答した。 

その他 

特記事項 

（感想・意見等） 

河内会場同様に、中山間地域等直接支払い制度の事務処理が大きな負

担となっていることが分かった。ボランティア精神で使命感を持って

農業に取り組んでおられる方々を少しでも支援できるよう、行政に働

きかけてまいりたい。 

 

 

 


